移住・交流促進のための地域情報等収集・発信等業務委託仕様書
１　委託業務名

移住・交流促進のための地域情報等収集・発信等業務
２　委託の目的
県外からの移住・交流を促進するため，本県の移住関連情報や都市部住民が本県に関心を持ち，関わりをつくるような情報を収集し，ウェブサイト，セミナー及び研修会，動画，雑誌等を利用して情報発信を行う。
また，現在のウェブサイトについて，移住希望者の知りたい情報が容易に分かり，訴求力のあるホームページになるよう，全面的なリニューアルを行う。

３　委託業務内容
（１）地域情報の収集・発信
本県の移住関連情報や都市部住民が本県に関心を持ち，関わりをつくるような情報を取材や情報提供をもとに収集するとともに，鹿児島県移住・交流ウェブサイト「かごしまで暮らす」（以下「移住ウェブサイト」という。）の管理・運営を行う。併せて，移住ウェブサイトのリニューアルを行う。
当該サイトの管理・運営にあたっては以下の要件を満たすこととする。
①　掲載情報の追加・更新

ア　移住ウェブサイト「移住者インタビュー」について，県内の先輩移住者を県と協議の上選定し，先輩移住者情報を，県市町村等からの情報提供や取材等により収集し，契約期間中に最低５件の情報を追加すること。
また，県市町村等への情報提供依頼は県が行う。
イ　移住ウェブサイト「トピックス」，「イベント情報」については，県が各市町村から依頼を受けた情報や独自に収集した情報を，適宜情報の追加・更新を行うこと。

また「移住Ｑ＆Ａ」の各項目については，県が提供する相談窓口等に問い合わせがあった質問等をとりまとめ，情報の追加を行うこと。

ウ　移住ウェブサイト「各市町村情報」については，県が各市町村に確認した掲載内容の修正情報を取得し，契約期間中に掲載団体毎に最低１回の情報の更新を行うこと。
エ　facebook「かごしまで暮らす」の情報発信を行うこと。
オ　上記各項目については，原則として県と協議の上，実施すること。

②　メールマガジンの管理・発行
ア　メールマガジンを平均月１回発行する。
イ　メールマガジンの内容については，県が原案を作成し，必要な場合は内容を追加すること。
ウ　メールマガジン配信希望者からの申込みを受付け，メーリングリストへ登録する。
メーリングリストの管理を行うこと。
エ　メールマガジンのアカウント情報の設定・変更を速やかに行うこと。
オ　メールマガジンのシステム利用料の自動支払いの設定・変更を行い，令和４年７月分から翌年３月分までの月基本使用料・オプション料を支払うこと。
　　③　全国向けの情報誌等による情報発信

　　　　本県への人の流れを作るため，全国向けの情報誌へ本県の移住関連情報や，本県への移住に係る記事を連載して（２回程度）掲載し，移住の機運醸成を図ること。

なお，詳細については，県と協議の上，決定すること。

　　④　動画による情報発信

　　　　本県への移住を促進する動画を制作し，移住関連イベントでの放映，ホームページやYouTube等へ掲載すること。
なお，詳細については，県と協議の上，決定すること。

⑤　移住ウェブサイトの管理

ア　適切な監視・障害対応，点検・保守，不正アクセス防止等のセキュリティ対策及び効果測定を行い，その結果をもとに継続的に管理運営方法の改善を行うなど，当該サイトの安定稼働に努めること。

イ　当該サイトへのアクセス情報を収集し，報告すること。

ウ　移住ウェブサイトの管理に必要な保守料等については，サイト開発事業者等と別途協議し，運営体制を整備すること。

⑥　移住ウェブサイトのリニューアル
ア　移住者が求める情報が容易に分かり，訴求力のあるホームページになるようリニューアルを行うこと。なお，詳細については，別紙１のとおり。
イ　リニューアルする際は，「かごしまエンゲージメントパス」をコンテンツとして組み込むこと。
なお，詳細については，県と協議の上，決定すること。
ウ　ワーケーションなど，移住につながる情報等と連携すること。
（２）「かごしま移住・交流セミナー」の企画・運営
鹿児島県が県外で実施する「かごしま移住・交流セミナー」（以下「セミナー」という。）の開催において以下の業務を行う。
①　セミナーの企画立案・運営
ア　セミナー内容について県と協議の上，企画立案し，運営する。
イ　セミナーの運営については，県及び東京に配置する移住・交流相談員，移住・交流促進に取

り組む他団体とも連携すること。
　　　ウ　セミナーはオンラインにて月１回程度開催する。

②　講師及び運営スタッフの派遣及び実施会場の手配
ア　セミナー講師及び運営スタッフについて，旅費や謝金の支払いを含めて手配を行う。
イ　セミナー会場について，県と協議の上選定し，会場使用料（東京は不要），設備使用料等，開催にあたって必要なその他の経費の支払いの手配を行う。
③　広報周知

ア　セミナー開催についてのチラシを県と協議の上制作し，開催40日前までにデータを県へ提出する。

イ　「かごしまで暮らす」ウェブサイトに，県が作成するセミナー開催要項をもとに記事を作成し，開催30日前までに「トピックス」と「メインビジュアル」に掲載する。
④　市町村への連絡・調整

　セミナーへ参加する市町村等に対し，セミナーへ参加するにあたり必要な情報や，運営に必要な情報の連絡・調整等を行う。

⑤　セミナー参加者の事前受付のとりまとめ

　セミナー参加者の事前受付を行う。
⑥　セミナー開催にあたっての留意事項

　　セミナー開催にあたり，移住に関心のない者等に対して金銭等を支給して集客を行うことを禁ずる。
（３）移住・交流促進会議の企画運営
　　　鹿児島県が実施する「かごしま移住・交流促進会議」（以下「会議」という。）（年１回実施）において，以下の業務を行う。
　　①　会議の企画立案・運営

　　　　会議内容（講師の選定を含む）について県と協議の上，企画立案し，運営する。

②　講師及びファシリテーターの派遣及び実施会場の手配
ア　講師及びファシリテーターについて，県と協議の上選定し，旅費や謝金の支払いを含めて手配を行う。

イ　会場について，県と協議の上選定し，会場使用料，設備使用料等，開催にあたって必要なその他の経費の支払いを含めて手配を行う。
　　　ウ　会議はオンラインにて開催する。

（４）移住・交流地区別研修会の企画運営
　　　鹿児島県が実施する「移住・交流地区別研修会」（以下「研修会」という。）（年３回実施）において，以下の業務を行う。
　　①　研修会の企画立案・運営

　　　　研修内容（講師の選定を含む）について県と協議の上，企画立案し，運営する。

②　実施会場の手配
ア　会場について，県と協議の上選定し，会場使用料，設備使用料等，開催にあたって必要なその他の経費の支払いを含めて手配を行う。
　　なお，新型コロナウイルス感染症の感染状況等により，イベントの自粛等の必要性が生じた場合には，県と協議の上で，オンライン等による開催を検討すること。
４　成果報告について

（１）作成する成果品

①　収集した地域情報，メールマガジンの電子データ，移住ウェブサイトの閲覧統計データ，動画データ（媒体：ＣＤ―ＲＯＭ等，ソフト：ワード，エクセル，ＰＤＦ）
②　委託事業で実施した内容をまとめた報告書（２冊）
　　

（２）成果品の提出期限

　令和５年３月３１日（金）
５　履行期限
令和５年３月３１日（金）
別紙１
【移住・交流促進のための地域情報等収集・発信等業務委託仕様書】
(1)サイトの作成
①サイト構成等
○サイトの構築に当たっては，ユーザビリティ，アクセシビリティに配慮し，グローバルナビゲーション機能等を高め，利用者の必要な情報を的確に遡及できる導線構造設計を行うこと。なお，利用者の利便性を向上させるため，コンテンツの追加又は充実についても適宜検討すること。
○トップページは，利用者が必要な情報を見やすく，分かりやすく，探しやすいデザインとすること。また，サイト内検索機能を設けること。
○トップページを含む各ページのデザインは，先行して制作している他県の移住サイト等を参考にしながら，より視覚に訴えるデザインとすること。
②利用者への配慮
○利用者がどのページにアクセスしているかがわかりやすいように，統一したデザインのグローバルナビゲーションやパンくずリストを表示させること。
○ＰＣのみでなく，特にスマートフォンやタブレットでの閲覧にも最適化されていること。
○利用者がホームページを印刷した際，レイアウトが崩れないようにすること。
○アクセシビリティやユニバーサルデザインに配慮されていること。
○ホームページでは，受け手が関心を持ち，理解を深め，行動変容するような情報発信を実現するための手法や企画について提案すること。
③システムに関する要件
○コンテンツを閲覧する際，別に必要とする専用ソフト（プラグイン）を必要としないこと。ただし，ウェブコンテンツを閲覧する際に，別に必要とする専用のソフト（プラグイン）が無料ダウンロードできる場合はこの限りではない。
○レンタルサーバへの構築をするものとし，サーバについては，アクセスの負荷，セキュリティを考慮して信頼度の高いサーバとし，バックアップ機能のあるものであること。
○サーバには，ウイルス対策を実施すること。
○ローンチ後，５年間の運用に耐えうる十分な容量を確保すること。
○サーバにはＳＳＬサーバ証明書を導入し，常時ＳＳＬ化対応を実施すること。
○短期間でサポート切れになるＯＳ，ミドルウェア，ソフトウェア，その他ツールは可能な限り使用しないこと。
○保守性，可用性，拡張性に優れたシステムとなるよう設計すること。
○専門的な知識や操作技術がなくても，ＣＭＳにより新たなページ作成や更新，修正作業等が容易に行えるようにすることとし，過去５年以内に稼働実績のあるＣＭＳを導入すること。ただし，基本機能において不足する部分はカスタマイズまたは他ソフト，外部サービス等との連携を可とする。
○鹿児島県は，総務省の要請である「新たな自治体情報セキュリティ対策の抜本的強化」を図るため，県庁ＬＡＮとインターネットの環境の分離（ネットワーク分離）を行っており，業務実施及びCMSの更新を行うためにインターネット接続を行う際は，鹿児島県自治体情報セキュリティクラウドとSaas型サービスである仮想ブラウザを経由すること，また，インターネット接続環境への個別ソフトウェアのインストール等は，原則行えないこととなっていることに留意すること。
○ページの作成，更新やコンテンツの追加作業は，県庁に配備されたパソコンで，容易に実施できるものとすること。
○上記作業に当たる職員からの問い合わせに対して，必要な支援を行うこと。
④セキュリティに配慮し以下の対策を施すこと。
○可能な限り静的ファイルを生成する方式とすること。
○セキュリティアップデートが提供されたら，適用し常に最新版を保つこと。
○更新作業等の手順を示したマニュアルを作成すること。
○定期的な分析を行い，それに基づいた仮説検証・改善のＰＤＣＡサイクルにより，利用しやすいホームページ運用を行う提案を行うこと。
⑤その他
○ホームページ作成に当たって必要となる基本的な情報は県から提供する。
○ホームページで使用する写真・動画データは，委託者が提供するもの以外は委託契約金額範囲内で受託者が調達すること。
○キーワード検索の際に上位に表示されるようＳＥＯ対策（検索エンジン最適化）を施すこと（ただし，スパム行為など検索エンジン会社のルールに反することは行わないこと）。
○成果物に誤りや不備が発見された場合は，委託期間終了後であっても受託者の責任において無償で訂正を行うこと。
○本業務で作成した成果物に関する全ての著作権については，全て鹿児島県に無償で譲渡すること。
 (2)鹿児島県自治体情報セキュリティクラウドとの接続
①接続対象
鹿児島県業務端末から，作成するウェブサイトへのアクセスについては，鹿児島県自治体情報セキュリティクラウド（以下，「ＫＳＣ」という。）内リバースプロキシサーバ及びウェブアプリケーションファイアウォール等（以下，「ＷＡＦ等」という。）を経由することとし，通信元を当該グローバルＩＰアドレスに制限するため，作成するウェブサイトについては，リバースプロキシサーバに対応した構成とすること。
なお，ＣＭＳサーバを個別のサーバとして構築する場合は，ＣＭＳサーバのＫＳＣ内ＷＡＦ等との接続は必須としないが，十分なアクセス制限を行うこと。
②通信プロトコル
ＫＳＣ内リバースプロキシサーバで転送可能な通信可能プロトコルは，ＨＴＴＰ，ＨＴＴＰＳのみとする。
なお，ＨＴＴＰＳを利用する場合は，ウェブサイトを運用するウェブサーバに加えてＫＳＣ内リバースプロキシサーバにもＳＳＬサーバ証明書の登録が必要になるため，当該証明書の調達についても本業務委託に含めること。
この場合，ＫＳＣ内リバースプロキシサーバへのＳＳＬサーバ証明書の電子ファイル一式を事前に鹿児島県へ提供すること。
また，ウェブサイトの運用上，ＨＴＴＰ，ＨＴＴＰＳ以外の通信プロトコルの利用が必要な場合は，ＫＳＣ内ＷＡＦ等を経由せずアクセスできることとするが，十分なアクセス制限を施すこと。
③事前打合せ
上記使用に係る具体的内容については，契約締結後，県デジタル推進課を交えて情報を共有する必要があることから，事前打合せの機会を設けることとする。
